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斑梱岩類の主要行色鉱物たる箪斜輝石で其の (100)又は (001)に裂開のよく発逹する所謂異剥．石

に，屎芍癖lllな不透明鉱物が規則正しく包裏せられてぬることは周知1のことである．また同様の親

象は深成源の斜方糾（石にもよく見られる．共の発逹の様子からみると之は問題の輝石中に様械的に

包誕せられたものとみるよりは，ペルト長石中の悲片航齊長石のやうに，主体から分離生成せられ

たものとみることが妥当であらう（1). 従つてまた其の分離により当然主体たる輝;:fjの光学的性質に

も影害があるものと考へられる．筆者は一両年来基性火成岩類の有色鉱物，涼尤巾輝石に特別な注意

を向けて研究を進めついあるが，筆者の今迄に得た喪料の中で，丹波綾部斑塙岩の主要―仔色鉱物た

る異象iJ.fiの性質並に化学成分を，孵岡縣高草山壺粗粒玄武岩の赤紫色輝石のそれと比絞研究するこ

とが，此の問題に対して特に興味あるものと考へられる．

1. 綾部位田 斑 蠣 岩

丹浪両原の北令邸に於て綾部の北東から輻油山附近に亘り，古生麿と巾生暦の間に岩床朕をなぃて

基控火成岩の大塊が発逹するが，問題の異判石は綾郊北方（位田）に露出する斑柵岩・の主要行色鉱

物をなすものである(2).

第1表綾部位山斑摂岩の鉱物成分を示す

斜長石 (Ansz)
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本岩の鉱物成分は第 1表に示すが女fl<，無色

鉱物は曹灰長石のみで，打色鉱物としては異剥

石の外に蛇紋利があり，；とは前者の変じたもの

とみるよりは，其の形態から判断して檄撹十iの

仮像ではないかと恩はれる．松色角閃石は極め

て量少なく，チタン磁鉄鉱並に稀に異糾石の周

囲に反応緑をなして西する．

石

異剥石は殆ど無己（微に帯緑松色）で，（100) の裂閲極めてよく発逹する外に，特徴的のチ•タン

赤鉄鉱包誕物を行する．；とは (010)渾片では黒色針朕をなして現はれるが（第 2図，イ），（100)源

片では濃栗祝色で多少1ミ規則な方）診の個体をなすもの少なから中（第 2図，口），隧つて共の多くが

板欣の品癖を布するものと認められる．第 2図からわかるやうに，（010)簿片でみるとか＼る板朕

1) Rosenbusch-Wiilfing, Mikroskopische Physiographie, I, 2, 344, 1927. 

2)杉健一，丹波綾部附近の基注深成岩に就きて，池質学維誌， 32,417~444,大14(1925). 
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丹波綾部斑精岩の異剥石と其の包疑物に就いて 第 3巻

第 1図 綾部斑嘱岩の顕微鏡写筐 X40 

（イ） （口）

(1) 異剥石，曹灰長石，チタ汎滋鉄絋，褐色角閃石（磁鉄鉱の周囲に）より成る

（口）異剥石，蛇紋石（左端），曹灰長石，チク汎滋鉄鉱より成る

第 2 図 異倒石中の包襄物を示す顕徴鏡写箕x80

（口）

、（イ） （010)に平行 (o) (100)に平行
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体が主体の (100)に平行に配列する外に，裂開に対して鈍角8の側に・10'内外の傾きをなして配列

するもの，及び底而に近い方向に配列するものなどがある．その分布密度は寧ろ不規則で，結晶の

疇に密集するとどもあれば，周辺部に著しいこともあり，また結品の一方に偏するとともある．

主体たる異剥石は光学的には寧ろ均質で，-累帯構造と認むべきものもない．測定し得た光学恒数

は次の通りである：t

8=1.683-！ •693 土°.003(B の推定平均屈折率 1.690)
『 r-4=0.025士0.oo2,2V(＋)＝5ずー52・, C^Z=43°—44噸:

舟岩を粉膵し0.25ミりの飾を通過し・、0.1ミリの飾に留つた粉末を磁石並に遠心分離器を用ひて処

理し（ブロ毛ブ・オ）レム及ョ、ードメチレンを使用），殆ど完全に純梓な朕態で異剥石を分離し得た

池質調査所長，山根新次博士の御好意により同所分析室に於て行はれた分析結果は第2表に示、す遥

りである．

第 2表 綾部異剥•石の化学成分

（地質調査所分析）

霊斌比分子比

Si02. 48,46 _・・. 80$ 

Al心 4;•44

Fe203 2:32 

FeO. 6.60 

MgO 14.60 

('.;aO 21.02 

Na20 o.42 

K20 0.04 

Ti02 ・ ・ 1".74 
: 99.64‘ 
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第3表高草山粗粒玄武岩の鉱物成分を示す

斜（長石 (A吋 73)

（沸石＋プ レーナイトを含む） ｝ J,70.1 

方．沸石． 3.3 
赤紫色輝石．・ 20.4 

撒檻 石（蛇紋石化） ．3.6 

チクン磁鉄鉱 2.6 
100.0 

之はヂクン赤鉄鉱の包襄物を有する鄭刹石に

就いての化学成分であるが，五とからその化学式

を算出すると，（Ca,Mg,Fe,9Fe(”, Ti)1.01 (Si, 

A1)l.oo03.ooとなり，全体としての成分が以輝

石成分を表してぬると認めることが出来る．

ところで絃に興味あることは，孵岡縣高草山

産赤紫色輝石（之は全く包裏物を鋏く）の化学

成分が綾綿異剥石のそれと殆ど同一であること

である．

此の赤紫色輝石の艇岩は高草山南麓用宗海岸

に於てよく露出する方沸石撤攪玄武岩類中に岩

脈朕をなして産する優白質粗粒玄武岩である．

本岩は基性斜長石に富み，之は屡ぺ沸石＇（特

にトムゾン石）及びプレー＿•ナイ＇｝によつて交代

せらる • .I.のみならす，―.一方沸石がtームソン石と共

に間際充填物としても産出す忍、有色鉱物とし

ては問題の輝石の外に蛇紋石化せる檄攪石及び

チクン磁鉄鉱がある・.‘-赤紫色輝石が沸石類と相

接する部分では稀にニヂル輝石化が行はれ，ま

た沸石中に土ヂJーし輝石の針朕結晶を点在するこ

とがある．

赤紫色輝石は個体により，或は同一個体でも部分によつて，その色が一定せす，殆ど無色に近い

淡掲色のものから勘赤紫色に及ぶーものまである．また同一結晶でも不規則に色の差違を示tことが

あり，或は結晶の緑辺部になる租濃色のこともある． 全体としてみると，•その量から云へぽ濃色の
ものが淡色のものよりも證枷に多に従つで光学恒数特に屈折率の変化範囲が大であつて．9●、99濃色の

もの程屈折率高く；まだ光軸角が多少小＇ーとなる． ． 
B=！邸°ー1.7応土0.003(0の推定平均屈折率 t.708)

r-d., =0.022 士0.002,2V(+)=;,56~,-:..48゜C稀）， c"Z=41゚ー46"
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丹波綾部斑精岩の異剥石と其の包褒物に就いて 第 3巻

第3図高草山阻粒玄武岩の顕微鏡写償X50

亜灰長石，方沸石（左端中部よりや L上方），

赤紫色輝石，撤樅石（暗色，蛇紋石化），

チクン滋鉄鉱（黒色）より成る

第4表 高草山赤紫色輝石の化学成分

（地質調査所分祈）

煎是比分子比

Si02 43.73 812 

Ah03 4.46 44 

Fe20ll 2.65 17t 
FeO 6.01 

邸 117

MgO 14.50 363 ((SC" a, Mg, FeO, JF.ro e"', Tih.oo 
1, Al)1.oo 

Cao 21.06 376 

Na20 0.46 7 
Wo坊 En33Fs16 

K20 0.05 

゜Ti02 1.82 23 
99.74 

綾郊異争1j石に於けると同一方法で分離した輝

石の化学成分は第4表に示す通りである．本分

析も地質調査所分析索で行はれたものである．

一見して判るやうに其の成分は綾部異剥石と殆

ど同ーであつて，同一衰料を分析したのではな

いかと恩はれる稲である．従つて主要戎分たる

メク珪酸塩成分で表すと，両者は殆ど同一値を

示す．即ち綾祁異俵1j石が WoぉEn蕊Fs11である

のに対して，高草山赤紫色輝fiでは WoぉEnasFs16となる．然るに両者間には光学的性質特に屈折

李に於て著しい差、、ぬがある．高草山輝fiは綾滞異象IJ石よりも逝かに高い屈折率を示してぬる．従来

箪斜輝石の光学恒数（屈折率並に光軸角）から其のメタ珪酸塩成分 (Wo,En，及Fs)を推知する企

てが幾多の人によつてなされてゐるが，今問題としてゐる輝石に関しては窟田博士の与へた図（之

はAl203,Fe立等に乏しきものに就いて作成されたもの）（3）と久野助教授の与へた図（寧ろ許通

輝石に就いて作られたもの）（4) とを参考とすることが好都合である．第4図並に第5図に見る如く

綾郊異泰lj石は富田博士のWo-En-Fs図を以てしても，其の成分に比して屈折率が多少低過ぎるに

対し，高草山輝石は久野助教授のWo-En-Fs図を以てしても，尚其の屈折率が高過ぎることがわ

かる．

最近青山致授の研究せられた，唐津高島産の帯勘紫渇色輝石（撒檻玄武岩中の斑晶）に於ても同様の関

係がある・山陰並に北九州の撒慨玄武岩の輝石には哨紫褐色乃至帯赤紫色の輝石が少くないが，此の種の

輝石のメタ珪酸塩成分推定には，その 8の値よりもや l..低きもの (-0.008内外）をもつて久野助激授の図

を用ひることが適切であると考えられる・

以上の事実，即ち特1fのチクン赤鉄鉱包裏物を有する綾郊異剥石の化学成分が，高草山赤紫色輝

石のそれと殆ど全く同一であるに拘らす前者の屈折率（/3)が後者に比して著しく低いと云ふこと

は， Barthによる合チタン透輝石（合成）の研究(5)からも推定出来るやうに，綾部異剥石に於てチ

3) T. Tomita, fourn. Shanghai Sci. Inst. Sect. I, 1, 41, 1934. 

4) H. Kuno, Petrological notes on some _pyroxene-andesites from Hakone Volcano, with 
special reference to some types with pigeonite _phenocrysts. Jap. Journ. Geot Gegr., 13, 1~2, 
107, 1936. 

5) Tom. F. Barth, Pyroxen・ von Hiva Oa, Marquesas-Inseln urrd die Formel titanhaltiger 
Augite. N. J. Beil-Bd., 64, Abt. A,,217, 1931. -
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第 4図冨田博士による Wo-En-Fs図と綾部異剥石 （黙点；数字は 0及び＋ 2Vの値を示す）

Wo 

第 5図 久野助敦授による Wo-En-Fs図と高草山赤紫色輝石（黒点；数字は 0及び＋ 2Vの値を示す）

Wo 

En Fs 

タニウムが（恐らく殆どその全部が）チタン赤鉄鉱として主体巾から分離析川した結果であると考

へることが最も妥当である．

最後に，本文中の輝石の化学分析に就いて特別の御配慮を賜つた地質調査所長，山根新次博士に

対して深甚の課意を捧げる．




